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し
ょ
う
け
い
館
で
企
画
展

　

東
京
・
九
段
に
あ
る
戦
傷
病

者
の
史
料
を
保
存
展
示
す
る

「
し
ょ
う
け
い
館
」
で
企
画
展

「
戦
傷
を
の
り
越
え
て
描
い
た

日
々
」
が
開
催
中
で
す
。
水
木

し
げ
る
と
と
も
に
展
示
さ
れ
て

い
る
の
が
上
田
毅
八
郎
。
プ

そ
こ
知
り

志
太物

語
ラ
モ
デ
ル
の
ボ
ッ
ク
ス
ア
ー
ト

（
箱
絵
）
の
第
一
人
者
と
し
て

知
ら
れ
る
海
洋
船
舶
画
家
で
す
。

　

上
田
毅
八
郎
は
、
大
正
九
年
、

藤
枝
市
鬼
岩
寺
に
生
ま
れ
ま
し

た
。
幼
少
の
頃
か
ら
絵
が
好
き

で
、
小
学
校
卒
業
後
、
様
々
な

奉
公
先
を
経
験
し
、
父
の
跡
を

継
ぎ
、
ペ
ン
キ
職
人
と
な
り
ま

し
た
。
時
は
、
関
東
大
震
災
後

の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
で
全
国
各
地

の
現
場
を
回
り
ま
し
た
。

輸
送
船
で
高
射
砲
手
と
な
る

　

二
十
歳
の
時
に
徴
兵
さ
れ
、

広
島
の
陸
軍
船
舶
高
射
砲
第
一

連
隊
に
配
属
。
民
間
か
ら
徴
用

模

型

箱

絵

の

第

一

人

者

戦
死
者
へ
の
鎮ち

ん
こ
ん魂

・
六
千
点

を
描
き
ま
し
た
。
静
岡
に
帰
郷

後
は
ペ
ン
キ
屋
に
戻
り
ま
し
た
。

木
製
模
型
の
箱
絵
を
描
く

　

転
機
は
昭
和
三
十
三
年
。
田

宮
模
型
が
近
所
に
あ
り
、
木
製

模
型
の
箱
絵
を
依
頼
さ
れ
た
の

で
す
。
昭
和
四
十
六
年
か
ら
は

静
岡
の
模
型
会
社
四
社
が
協
同

で
進
め
た
ウ
ォ
ー
タ
ー
ラ
イ
ン

シ
リ
ー
ズ
の
大
半
を
担
当
。
船

の
種
類
や
大
き
さ
、
風
向
き
や

船
の
速
度
ま
で
考
え
た
船
の
絵

が
で
き
あ
が
り
ま
す
。
上
田
が

「
戦
死
し
た
戦
友
が
私
の
体
を

動
か
し
て
描
い
て
い
る
」
と

し
た
そ
の
精
緻
で
躍
動
感
溢
れ

る
リ
ア
ル
な
筆
致
は
シ
リ
ー
ズ

の
大
ヒ
ッ
ト
の
原
動
力
と
な
り

ま
し
た
。
作
品
集
も
出
版
さ
れ
、

平
成
二
十
年
に
は
榎え

の
と戸
真
弓
氏

が
伝
記
を
執
筆
。
平
成
二
十
三

年
藤
枝
市
博
物
館
で
企
画
展
、

亡
く
な
っ
た
平
成
二
十
八
年
に

は
追
悼
展
が
静
岡
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。（
小
嶋
良
之
）

　

焼
津
市
吉
永
の
大
井
川

南
小
学
校
の
海
側
の
一
角

に
「
慰
霊
之
碑
」
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
敷
地
の
入
口

付
近
に
校
舎
を
見
守
る
よ
う

に｢

杉
本
君
頌し
ょ
う
と
く
ひ

徳
碑｣

が
建

っ
て
い
ま
す
。
杉
本
権
兵
衛

の
功
績
を
称
え
る
碑
で
す
。

　

杉
本
権
兵
衛
は
安
政
三
年

（
一
八
五
六
）、
飯は
ぶ
ち渕

村
に

し
た
輸
送
船
の
高
射
砲
砲
手
と

な
り
ま
し
た
。
三
年
八
ヶ
月
の

間
に
二
十
六
隻
に
乗
船
し
、
そ

の
間
に
多
く
の
船
の
ス
ケ
ッ
チ

を
描
き
ま
し
た
。
六
回
撃
沈
さ

れ
る
も
生
き
残
り
、
最
後
は
、

マ
ニ
ラ
で
大
空
襲
を
受
け
重
症

を
負
い
帰
国
。
島
根
の
太
田
病

院
で
終
戦
を
迎
え
ま
し
た
。
入

院
中
、
負
傷
し
た
右
手
が
使
え

ず
左
手
で
軍
艦
や
輸
送
船
の
絵

人
を
繋
ぐ バ
ト
ン

志
太

リ
レ
ー

吉
永
・
杉
本
権
兵
衛
頌
徳
碑

志
太
新
名
物
探
訪

し
ょ
う

と
く

ひ

生
ま
れ
ま
し
た
。
幼
名
は
愛
吉
。

家
督
相
続
し
祖
父
の
名
を
襲
名

し
ま
し
た
。
家
は
五
百
年
余
続

く
旧
家
で
、
県
議
会
議
員
や
吉

永
村
村
長
を
歴
任
。
大
井
川
に

三
十
七
間
の｢

権
兵
衛
堤｣

を

築
き
、
荒
地
の
払
い
下
げ
を
受

け
て
十
七
町
歩
の
良
田
を
開
拓

し
ま
し
た
。
駿
南
銀
行
の
設
立

の
他
、
特
に
地
域
の
教
育
事
業

へ
の
貢
献
は
顕
著
で
し
た
。
こ

の
碑
は
、
大
正
十
三
年
に
建
て

ら
れ
た
も
の
で
す
。

海
洋
船
舶
画
家
上
田
毅き

八は

ち

郎ろ

う

ダ
ブ
ル
受
賞
す
ご
い
で
す
ね

　

静
岡
県
新
酒
鑑
評
会
は
毎
年

酒
造
り
が
終
盤
を
迎
え
る
三
月

の
中
頃
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
原

料
に
醸
造
ア
ル
コ
ー
ル
を
使
う

「
吟
醸
酒
部
門
」
と
米
・
米

麹
だ
け
を
原
料
と
し
た
「
純
米

吟
醸
部
門
」
の
二
部
門
が
あ
り

ま
す
。
ど
ち
ら
も
お
米
を
も
と

の
大
き
さ
の
三
十
五
～
四
十
五

％
く
ら
い
ま
で
研
い
て
仕
込
む

大
吟
醸
酒
の
中
か
ら
、
最
も
良

い
と
こ
ろ
を
出
品
し
ま
す
。
杜

氏
と
酒
蔵
が
最
高
の
酒
で
技
を

競
う
晴
れ
舞
台
で
す
の
で
、
大

変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

今
回
の
お
酒
は
ど
ん
な
お
酒
?

　

今
年
は
原
料
の
山
田
錦
が
仕

込
ん
だ
後
溶
け
に
く
い
年
で
し

た
が
、
原
料
処
理
は
適
切
に
で

き
て
モ
ロ
ミ
の
醗
酵
は
順
調
で

し
た
。
た
だ
予
定
よ
り
や
や
酸

味
が
多
め
の
酒
に
な
り
ま
し
た
。

静
岡
の
吟
醸
酒
は
酸
味
が
少
な

い
事
を
特
徴
と
し
て
い
ま
す
の
で
、

鑑
評
会
で
は
あ
ま
り
上
位
に
は

食
い
込
め
な
い
と
考
え
て
い
ま
し

た
。
県
知
事
賞
受
賞
は
甘
味
と

酸
味
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
か
っ
た
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。
吟
醸
香
は

そ
ん
な
に
高
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、

食
事
と
一
緒
に
楽
し
め
る
酒
だ
と

思
い
ま
す
。

杉
井
酒
蔵
の
目
指
す
お
酒
と
は

　

吟
醸
酒
は
、
食
中
酒
と
し
て

甘
す
ぎ
な
い
、
吟
醸
香
が
派
手

す
ぎ
な
い
事
を
心
が
け
て
い
ま

す
。
地
元
で
一
番
飲
ん
で
頂
い
て

い
る
本
醸
造
は
“
山や
ま
は
い廃

造
り
〟

と
い
う
手
の
か
か
る
伝
統
的
な

手
法
で
、
味
わ
い
の
軽
さ
や
き
れ

い
さ
よ
り
コ
ク
、
深
み
、
複
雑

さ
を
大
事
に
し
た
辛
口
で
す
。
こ

れ
も
呑
み
飽
き
し
な
い
、
お
料

理
を
お
い
し
く
す
る
酒
と
考
え

て
い
ま
す
。
い
ま
一
番
力
を
入
れ

て
い
る
の
が
こ
の
“
山
廃
造
り
〟

“
生き
も
と酛
造
り
〟
と
い
っ
た
伝
統

手
法
に
よ
る
純
米
酒
で
す
。
現

代
の
き
れ
い
さ
、
軽
さ
を
特
徴

と
す
る
一
般
的
な
日
本
酒
と
比
べ

る
と
、
素
朴
で
醸
造
酒
ら
し
い

味
わ
い
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
県

知
事
賞
受
賞
し
た
モ
ロ
ミ
の
酒
は

「
杉
錦
純
米
大
吟
醸
」
と
し
て

４
月
中
旬
よ
り
発
売
し
て
い
ま

す
。
多
く
の
方
に
味
わ
っ
て
頂
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

吟
醸
・
純
米
吟
醸
両
部
門
で
県
知
事
賞

平
成
二
十
九
年
静
岡
県
清
酒
鑑
評
会

杉
井 

均き
ん

乃の

介す
け

杉
井
酒
蔵
代
表/

杜と
う
じ氏

▲陸軍船舶砲兵時代

▲軍事郵便に描いたスケッチ

▲榎戸真弓著伝記
【資料提供／㈱タミヤ・しょうけい館・榎戸真弓氏】

▲追悼展案内▲開催中企画展

▲航空母艦　大鳳

▲戦艦　大和

▲軽巡洋艦　熊野

▲駆逐艦　島風
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藤枝おんぱく
の 楽しみ方！

4月22日から始まった藤枝おんぱくは「藤枝温故知新博覧会」の略。「温故知新」の本来の意
味は「故

ふる
きを温

たず
ねて新しきを知る」ですが、「藤枝おんぱく」は「今ある物を新しい視点で」と

いう意味で使っています。様々な歴史を経て現在まで残っている地域資源を新たな視点・多様な
視点で見つめ直し、今まで気付かなかった「魅力」を発見する参加型イベントです。「むるぶ」
もプログラムに参加しています。今回の藤枝おんぱくは、５１日間で９８の企画があり、ここで
は、むるぶ編集部が独自に選んだ３５の企画をご紹介します。（本文中では、プログラムＮoを青、
プログラムを太文字で表示しています。）

http://fujiedaonpaku.jp/
藤枝おんぱく公式WEBサイト

◆申し込み方法
事前の予約が必要です。先着順で定員になり次第、応募締め
切りとなります。パンフレット、または WEB サイトで各プログ
ラムに記載されているお申し込み先から申し込めます。市内外
の観光案内所等に案内パンフレットがあります。

●藤枝おんぱく運営事務局（SACLABO）
　TEL 070-5332-3955（9：00-18：00）

おんぱくの申込み方法

日本と地域の伝統を学び、文化に触れて身につける伝統＋文化

藤枝おんぱく公式webサイト、または各プログラム指定の電話番号申し込み先

１日かけて日本酒をじっくり学べる❶【新緑の志
太泉の蔵元で味わう1日「日本酒講座」】。 こだわ
りのランチも楽しめます。本陣の�【春夏秋冬 
八百屋さんのレシピ伝授〜旬のらっきょうを漬け
る〜】は、老舗の漬け方を伝授してもらえます。
地域の伝統工芸と伝説を楽しめる�【玉取の漂と
した空気の中、伝説の紙漉き体験と語り継がれる
伝説を巡る】は、魅力満載。藤枝の桐箪笥の技を
体験できる�【藤枝の伝統の技 桐小箱を作ろう】
は、貴重なプログラム。同様に手軽にオリジナル
のミニチュア畳を作る�【香りのよい国産のイ草
を使ったミニチュア畳作り体験! 】と前掛けやふ
んどしを作る�【波縫いだけで仕立てる楽しさ!木
綿の前掛けや手ぬぐい地のふんどしを作ろう】は
初心者でも楽しめそうです。

「おんぱく」だからの企画、おんぱくマニアにおすすめ！おんぱくマニア

藤枝おんぱく公式webサイト、または各プログラム指定の電話番号申し込み先

幻の名物「ほととぎす漬」。❷【自分で巻く「ほと
とぎす漬』 作り　藤枝四蔵の酒とド辛い漬物選手
権】でその忘れられない辛さを体験できます。最
近話題のジビエ料理。それに地域の野菜を加えて
の�【大久保キャンプ場で会いましょう! 「里山の
恵み」で鉄板ジビエ! 】は魅力満点。�【藤枝の
偉人たちの記憶遺産を歩く 〜歴史人物から読み
解く藤枝史〜】は、むるぶのお届けするプログラ
ムです。藤枝でしか体験できない�【美しい羽を
持つ玉虫を使った幸せを呼ぶアクセサリー作り】。
お茶と紅茶の名人が集う�【東平玉露×二六紅茶 
2大巨匠が 吼える! 俺のお茶作り! 】と、自称「米
オタク」２人による�【米を作る・関わる人のひと
となり 稲作農家・松下×米屋・長坂】のトークは、
見逃せません。

健康オタクの方にオススメ！新しい体験でより健康に！健康オタク

藤枝おんぱく公式webサイト、または各プログラム指定の電話番号申し込み先

呼吸法を学ぶ�【腹式呼吸で免疫力アップ!蓮華寺
池公園でリフレッシュしませんか】はストレッチ
と発声で効果倍増です。活動的に学びたい方には
�【朝活! ・話題の施設でボクシングエクササイズ
とヨガ風ストレッチ】がオススメ。骨盤のゆがみ
とお腹まわりが気になる方は�【身体の見直しを
しませんか、理学療法士が教える女性のための骨
盤ケア】。身体の歪みや姿勢が気になる方にオス
スメなのが�【おなか痩せ姿勢を学び、ノルディッ
クウォーキングで脂肪を燃やそう! 】。身体を揉み
ほぐしながら楽しめるのが�【築100年以上の古民
家で楽しむ 託児完備のほぐしヨガ】です。また、
本格的に取り組みたい方には�【ティップネス　
ボディドッグ〜正しく効果的なダイエット〜】が
オススメです。

かつての寺子屋が復活！今お寺で学び楽しむがトレンド今風寺子屋

藤枝おんぱく公式webサイト、または各プログラム指定の電話番号申し込み先

藤枝おんぱくは、会場にお寺が多いことが特徴で
す。本格的な舞台が楽しめる�【歴史演談と藤枝
の民話 お寺ツアー 2017】。静岡の歴史とお寺に
伝わる民話が語られます。落語と対談が楽しめる
�【藤枝宿の名利「洞雲寺」で古今亭志ん好と柳家
花いちの生落語】も注目です。今や藤枝おんぱく
の名物となりつつある�【第三回 天下一闘茶会】。
５種類のお茶を飲み分け勝敗を競う茶会です。そ
の昔、海を渡ったお茶の歴史と広告史を学べる�

【知っておきたい茶の歴史 海を渡った日本茶の広
告】。お寺で身体を整えたい方には�【動きと気づ
きで身体を整えよう! 清水寺大師堂でフェルデン
クライス】。お寺で音楽を満喫したい方は�【お寺
×音楽×○○○ 東゙海道音楽祭 】゙にぜひご参加を。

朝早くから楽しく学びたい、体験して、リフレッシュ！朝から楽校

藤枝おんぱく公式webサイト、または各プログラム指定の電話番号申し込み先

朝が得意な方にオススメなのが、藤枝中央青果
市場の❹【大人の社会見学〜おいしい野菜の見分
け方〜】。 野菜の見分け方を身につければ鬼に金
棒です。朝から美味しいラーメンを食べたい方
には、藤枝の朝ラーの全てを知り尽くした達人
が案内する�【達人と行く!「藤枝朝ラー」デビュ
ーツアー】。蓮華寺池公園の自然と花々に囲まれ
ながらリフレッシュしたい方にオススメなのが
�【花・緑・池のほとりで朝ヨガ体験】。空を眺め
ながらのヨガ体験は気持ちいいです。同じ蓮華
寺池で毎月第三日曜日に行われているのが人気
の�【こだわりの食材と朝ごはん れんげじオー
ガニックマーケット】。空から藤枝の自然を満喫
したいという方には、�【ふわふわ熱気球体験と
藤枝グルメ 】が面白そうです。

子供と一緒に楽しみながら学び、体験して過ごす子供と一緒

藤枝おんぱく公式webサイト、または各プログラム指定の電話番号申し込み先

自然を楽しめる�【春の青空、新緑の世界を目指
して!チャレンジ、ツリークライミング! 】は新
緑と木の息吹を満喫できます。�【このゆびとま
れ! つみきであそぼ! あつまれ子どもアーティス
ト! 】は想像を超える作品が出来上がります。�

【視覚を鍛えて日本代表を育てよう! 親子で「ビ
ジョントレーニング 】は眼と脳と身体が鍛えら
れます。赤ちゃんの抱っこが好きになる�【０歳
の赤ちゃんを抱っこして踊ろう「すろー caféモミ
の木」でゆるランチ】。 自然を満喫しながら親子
で楽しめる�【親子わんばくトレッキング! 里山
での絶景ランチタイム! 】。お寺の本堂が癒し空
間となる�【蓮生寺で薬草オイルたっぷりベビー
&キッズマッサージ低糖質おやつ付き】は、大人
も体験してみたくなります。

む
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WEBサイト・公式パンフレットをご覧下さい。

622 11開催〜



2017 年（平成 29 年）4月 25 日　むるぶ　-7- 2017 年（平成 29 年）4月 25 日　むるぶ　-6-

編 集長 後 記

むるぶ 検 索 ・むるぶ Fa ce b o o k

月刊むるぶ編集部
054-635-4651

共立アイコム	 054-635-4651
薮崎新聞店	 054-629-2002	
長倉新聞店	 054-629-1220
塩川新聞舗	 054-629-2055
土井新聞店	 054-622-0632
大井川新聞販売	 054-662-2211

江﨑新聞店	 054-641-0537	
薮崎新聞店・育伸社	 054-641-0053
いけたに新聞店	 054-643-1000
太田新聞店	 054-667-0117

１，クイズの答え
２，今月号で行ってみたいお店、食べてみたいもの
３，今月号で参考になった記事
４，テーマに取り上げてほしいもの
５，あなたは血液型と性格が一致していますか？
６，ご希望のプレゼント券（上記のどれか）
７，その他、ご意見ご感想など

◆ご応募について
１，ハガキ、ＦＡＸ、メールでお願いします。
２，あなたのお名前、郵便番号、ご住所、電話番号、
年代、職業を忘れずにご記入下さい。

３，当選者の発表は、プレゼントの発送をもって代
えさせて頂きますのでご了承下さい。

４，アンケートにもお答え下さい。
■先月の答えは 中将湯 でした。
◆応募先
426-0041  藤枝市高柳1-18-23　㈱共立アイコム内
むるぶ編集部プレゼント係
ＦＡＸ ０５４－６３５－４５７６
メール murubu@kpnet.co.jp

◆締め切り　5月5日㈮
　　　　　   （当日消印有効）ＦＡＸ・メール必着

上田毅八郎の元々の職業は？

　〇〇〇職人（カナ3文字）

◆今月の記事からクイズ

　官製はがき（FAX・メール可）に答えをお書き頂き、
アンケートにもお答え下さい。正解者の中から抽選
で、藤枝シネ・プレーゴの「映画招待券（3D不
可）」、「焼津笑福の湯ご招待券」をプレゼントし
ます。応募人数によりどれかになります。

*プレゼントの応募を通じてお客様からご提供いただきました個人情
報は、本プレゼントの運営及びむるぶからのお知らせ等の目的以外
で使用することはありません。

映画招待券

ご入浴券

おハガキで応募の方、お名前などを忘れずに！

久しぶりに東京に行き、地下鉄の乗換えで迷いました。
結構、駅の中で迷いました。そして地下鉄の駅の出口
でどこに出たらよいかで迷いました。加齢と共に方向音
痴になるようです。さすがに地上に出るとアンテナは復
活。むるぶで裏道を歩き慣れているためでしょうか。藤
枝おんぱくでは、迷わないようにしなくては。（小嶋良之）

広告のご相談お申し込み
054-641-2140
藤枝オリコミピーアール

054-635-4651
共立アイコム 〒426-0041　藤枝市高柳 1丁目18-23（共立アイコム内）

藤枝駅前一丁目8街区市街地再開発事業
地区の名称・ロゴデザインに投票をお願いします

現在、藤枝駅前一丁目8街区市街地再開発組合では、平
成30年1月末の竣工を目指して、同再開発事業を進めてい
ます。
同再開発事業地区が地域の皆さんに親しまれ、愛される

ように、地区の名称とロゴデザインを投票により決定してい
きます。
4月29日から5月12日までの期間、選定投票を『まちづく

り藤枝ＨＰ』内で実施しますので、ぜひ、投票をお願いしま
す。
※投票は、藤枝市内に在住、在勤、在学の方に限ります。
※1位投票者の中から、抽選で6名様に商品券5,000円を

差し上げます。



5月の休日緊急医

小児科
・

3日（祝） 4日（祝） 5日（祝） 7日（日） 14日（日） 21日（日） 28日（日） 3日（祝） 4日（祝） 5日（祝） 7日（日） 14日（日） 21日（日） 28日（日）
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（小）田熊こどもクリニック
（瀬古二）
�647･5225
（内）井澤内科クリニック
（本町二）
�644･5566

吉田医院
（焼津市利右衛門）
�622･0108

（内）岩田クリニック
（焼津市宗高）
�662･2311
（内）大井医院
（高洲）

�635･2088

たぬま街道整形外科
（大新島）
�634･1110

（内・小）三倉医院
（五十海四）
�644･1235

（小）すずき小児科医院
（青葉町五）
�636･3360
（内）敬天堂医院
（岡出山一）
�641･1723

敬天堂医院
（岡出山一）
�641･1723

（内）八木医院
（本郷）

�639･0009

（内・小）たきいクリニック
（焼津市相川）
�622･8525
（内）ゆみ内科クリニック
（茶町三）
�641･7700

しまづ整形外科
（高柳二）
�634･0888

（内）西山クリニック
（平島）

�646･3003

（内）錦野クリニック
（青葉町二）
�636･5000
（内）ひろせクリニック
（駅前二）
�641･0689

錦野クリニック
（青葉町二）
�636･5000

（内・小）三輪医院
（岡部町内谷）
�667･3000

（内・小）大岩内科医院
（高岡一）
�636･0018
（内）近藤胃腸科外科
（南新屋）
�641･2625

近藤胃腸科外科
（南新屋）
�641･2625

（内・小）川口内科
（八幡）

�644･3366

（内）西井胃腸科外科
（高柳）

�637･0610
（内）すぎむらクリニック
（若王子三）
�647･7077

西井胃腸科外科
（高柳）

�637･0610

（内・小）菅ヶ谷内科医院
（堀之内）
�641･2903

たなか耳鼻科
（焼津市小柳津）
�621･5888
（泌）はた医院
（田中三）

�645･2077
和田歯科医院
（駅前二）
�641･0860

森耳鼻咽喉科
（大洲一）
�635･8687

駿河台井澤歯科
（駿河台二）
�644･1182

仲神医院
（焼津市中新田）
�623･0805

エール矯正歯科・こども歯科
（田沼二）

�634･4177

村松耳鼻咽喉科
（藤枝五）
�641･5318

やまもと歯科
（東町）

�646･1182

やいづ６丁目耳鼻咽喉科
（焼津市焼津六）
�620･6001

小川眼科医院
（本町二）
�641･0160

井口歯科駅南
（前島三）
�636･7600

藤枝診療所
（高洲）

�635･8749

あるふぁ歯科
（高柳）

�637･2345

吉田耳鼻咽喉科医院
（焼津市下小田）
�623･1187
（皮）きたむら皮フ科クリニック
（水守一）
�631･4412
緑の森歯科
（岡出山一）
�646･2121


